
東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
１
０

月
１
４
日
（
金
）
、
大
宮
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
日
は
１

０
月
９
日
で
す
が
、
今
年
は
日
曜
日
の

た
め
、
１
４
日
に
行
い
ま
し
た
。
医
療

生
協
さ
い
た
ま
の
看
護
師
の
方
と
併
せ

て
１
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
業
界
紙
か

ら
の
取
材
も
あ
り
ま
し
た
。
運
転
席
に

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
休
憩
し
て
い
る
方

も
多
く
、
雨
の
中
で
始
ま
っ
た
行
動
で

も
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
と
話
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
３
０
名
よ
り

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
回
答
の
中

で
多
か
っ
た
の
が
、
ト
ラ
ッ
ク
を
停
車

し
睡
眠
が
取
れ
る
場
所
が
少
な
い
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
減
収
の
補
償
が
な
い
、
長

時
間
連
続
運
転
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
な

ど
、
と
て
も
厳
し
い
現
場
で
作
業
を
さ

れ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
頂
い
た
ド
ラ

イ
バ
ー
の
方
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
し

て
看
護
師
の
方
よ
り
日
常
の
健
康
維
持

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

目
立
っ
て
い
た
の
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
、
高
血
圧
の
方
が
多
い
こ
と

で
し
た
。
労
働
時
間
が
不
規
則
な
為
、

決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
が
と
れ
な
い
、

運
転
に
よ
り
長
時
間
座
っ
て
い
る
為
、

運
動
不
足
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

燃
料
高
騰
、
物
価
の
相
次
ぐ
上
昇
、
人

手
不
足
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
同
じ
業
界
で
働
く
労
働
者
と

し
て
協
力
し
あ
い
、
共
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

【
豊
島
運
送
支
部

執
行
委
員
長

今
成

結
】

東
京
女
性
部
は
、

１
０
月
１
５
日
（
土
）
、

１
４
名
の
参
加
者
を

得
て
恒
例
の
「
憲
法

カ
フ
ェ
」
を
開
き
ま

し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

沖
縄
返
還
５
０
年
を

記
念
し
た
特
別
企
画

で
す
。
「
ち
む
ぐ
り

さ
」
は
沖
縄
の
こ
と

ば
で
「
あ
な
た
が
悲

し
い
と
、
私
も
悲
し

い
」
と
共
感
を
こ
め

て
つ
か
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
映
画
は
、

１
５
歳
の
石
川
県
の
少
女
が
沖
縄
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
３
年
間
を
過
ご
す
中

で
、
沖
縄
の
文
化
に
触
れ
、
お
じ
い
、

お
ば
あ
の
明
る
さ
や
温
か
さ
に
ひ
か
れ

自
分
の
足
で
、
訪
ね
、
話
を
聞
き
発
見

し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
私
た
ち
本
土
の
人
が
知
ら
な
い
沖

縄
戦
の
深
い
傷
跡
と
基
地
の
現
実
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
高
齢
の
お
じ
い
さ
ん

が
、
夜
間
学
校
で
学
ぶ
シ
ー
ン
を
見
て
、

か
つ
て
全
日
自
労
の
機
関
紙
の
文
字
が

大
き
く
て
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
た
の
を

思
い
出
し
た
」
「
１
５
～
１
６
才
の
若

い
人
の
目
線
で
見
ら
れ
た
、
基
地
も
原

発
も
分
断
さ
れ
て
い
て
は
な
く
な
ら
な

い
。
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
」
「
ひ
ろ
ゆ

き
氏
の
誤
っ
た
宣
伝
が
さ
れ
て
い
る
。

日
々
学
び
続
け
て
、
き
ち
っ
と
発
信
で

き
る
様
に
し
た
い
」
「
何
度
も
民
意
を

踏
み
に
じ
っ
て
基
地
建
設
を
強
行
す
る

政
府
に
怒
り
を
感
じ
る
。
那
覇
市
長
選

挙
で
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
止
め

る
為
、
オ
ナ
ガ
さ
ん
必
勝
の
行
動
を
し

た
い
」
「
全
労
連
の
沖
縄
支
援
ツ
ア
ー

で
、
１
５
年
の
県
民
集
会
に
参
加
し
た

事
が
思
い
出
さ
れ
る
。
沖
縄
の
人
は
命

が
け
で
闘
っ
て
い
て
、
そ
の
経
験
が
自

分
の
核
に
な
っ
て
い
る
」
「
ロ
シ
ア
の

侵
略
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な

戦
争
を
、
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。

平
和
は
大
事
だ
」
等
々
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

基
地
建
設
が
進
む
辺
野
古
の
海
を
な

が
め
な
が
ら
、
島
民
が
「
沖
縄
は
植
民

地
と
同
じ
だ
！
」
と
い
う
の
を
、
「
菜

の
花
」
さ
ん
が
、
何
度
も
何
度
も
涙
を

ふ
き
な
が
ら
聞
く
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、

涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
東
京
女
性
部
委
員

廣
川

陽
子
】
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１
０
・
１
４
東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会

ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
開
催



９
月
２
７
日
（
火
）
安

倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
に

反
対
す
る
国
会
前
行
動
を
、

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
が
主
催
し
ま
し
た
。
立

憲
、
社
民
、
れ
い
わ
、
共

産
等
の
議
員
や
多
く
の
市

民
が
国
会
前
に
集
ま
り
、

各
団
体
か
ら
国
葬
に
反
対

す
る
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま

し
た
。

法
政
大
学
前
総
長
の
田

中
優
子
さ
ん
は
「
国
葬
は

大
日
本
帝
国
憲
法
の
流
れ

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ

り
、
国
会
軽
視
や
民
意
を

無
視
す
る
事
は
民
主
主
義

を
破
壊
す
る
事
だ
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ

の
扉
が
開
か
れ
る
。
そ
れ
は
既
に
始

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
不
断

の
努
力
で
民
主
主
義
を
守
る
必
要
が

あ
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。
国
会
前

に
は
１
万
５
千
人
が
集
い
、
全
労
連

や
東
京
地
評
な
ど
を
は
じ
め
都
内
の

地
域
労
組
や
単
産
が
結
集
し
ま
し
た
。

１
０
月
１
３
日
（
木
）
、
全
労
連

な
ど
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
は
全
国

一
律
最
低
賃
金
の
実
現
を
目
指
す
署

名
ス
タ
ー
ト
集
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。
地
方
議
会
で
の
意

見
書
採
択
等
地
域
と
職
場
か
ら
世
論

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
取
り
組
み
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
最

低
生
計
費
調
査
を
監
修
し
て
き
た
中

澤
秀
一
准
教
授
は
「
１
日
８
時
間
働

い
て
も
暮
ら
せ
な
い
の
は
人
権
問
題

で
あ
る
、
全
国
で
必
要
な
生
計
費
は

変
わ
ら
な
い
、
地
方
か
ら
声
を
挙
げ

新
し
い
時
代
の
最
低
賃
金
制
度
を
つ

く
る
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。
全
労

連
の
全
国
一
律
最
賃
実
現
を
目
指
す

署
名
は
２
０
２
３
年
２
月
ま
で
に
２

５
万
筆
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
黒
澤
事
務
局

長
は
、
最
賃
決
定
の
三

要
素
で
あ
る
地
域
の
賃

金
や
事
業
の
支
払
い
能

力
を
基
準
と
し
て
決
定

す
る
最
賃
の
現
行
方
式

に
つ
い
て
限
界
が
あ
る

と
指
摘
。
「
物
価
が
高

騰
す
る
中
、
生
計
費
調

査
を
進
め
て
い
く
。
地

方
と
職
場
か
ら
ど
れ
だ

け
世
論
を
つ
く
れ
る
か

が
大
き
な
要
素
」
と
主

張
し
て
い
ま
す
。

(

連
合
通
信
隔
日
版

よ
り)

東
京
都
本
部
は
１
０
月
１
７
日

（
月
）
常
任
執
行
委
員
会
に
合
わ
せ

て
門
前
仲
町
駅
交
差
点
で
宣
伝
行
動

を
実
施
し
東
部
支
部
の
仲
間
と
共
に

チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
ま
し
た
。
「
日
本
だ
け
、

こ
の
３
０
年
ほ
と
ん
ど
賃
金
が
上
が
っ

て
い
ま
せ
ん
。
非
正
規

で
働
く
人
は
４
０
％
を

超
え
ま
し
た
。
消
費
税

は
１
０
％
に
な
り
ま
し

た
。
大
企
業
に
は
法
人

税
減
税
が
繰
り
返
さ
れ
、

内
部
留
保
は
過
去
最
高

の
４
８
４
兆
円
、
富
裕

層
４
０
人
の
資
産
は
７

兆
円
か
ら
２
６
兆
円
に
。

公
平
で
公
正
な
負
担
を
！

８
時
間
働
け
ば
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
生
活
に

は
今
す
ぐ
ど
こ
で
も
１,

５
０
０
円
以
上
が
必
要
！
」

と
訴
え
ま
し
た
。
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１
０
月
７
日
（
金
）
全
労
連
、
自
由

法
曹
団
、
東
京
地
評
な
ど
８
団
体
は
司

法
総
行
動
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行

動
は
１
９
９
０
年
に
自
民
党
政
権
が
着

手
し
た
財
界
優
遇
の
司
法
制
度
改
革
に

反
対
し
、
労
働
者
や
国
民
の
た
め
の
司

法
を
求
め
て
裁
判
所
や
労
働
委
員
会
に

対
し
様
々
な
要
請
を
行
う
行
動
で
す
。

東
京
地
裁
前
で
の
宣
伝
行
動
の
後
、

日
比
谷
図
書
文
化
館
地
下
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
意
思
統
一
集
会
が
行
わ
れ
、

全
労
連
竹
下
武
事
務
局
次
長
、
日
本
共

産
党
本
村
伸
子
衆
議
院
議
員
、
自
由
法

曹
団
事
務
局
長
の
平
井
哲
史
弁
護
士
な

ど
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
司
法
を
め
ぐ
っ

て
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
対
す
る

国
の
責
任
を
認
め
な
い
判
決
や
、
冤
罪

事
件
に
つ
い
て
再
審
請
求
を
認
め
な
い

な
ど
憲
法
や
人
権
が
脅
か
さ
れ
る
判
決

が
続
い
て
い
ま
す
。
集
会
後
、
最
高
裁

前
で
宣
伝
行
動
を
行
い
「
裁
判
所
は
憲

法
と
正
義
に
基
づ
き
公
正
な
判
断
を
行

な
え
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
唱

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
最
高
裁
、
東
京

高
裁
、
東
京
地
裁
、
法
務
省
、
警
察
庁
、

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
委
員
会
、
東

京
都
労
働
委
員
会
に
対
し
個
別
に
要
請

を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
事
務
局
団
体
：

全
労
連
、
自
由
法
曹
団
、
日
本
国
民
救

援
会
中
央
本
部
、
日
本
国
民
救
援
会
東

京
都
本
部
、
東
京
地
評
、
裁
判
所
・
労

働
委
員
会
対
策
東
京
会
議
、
金
属
反
合

闘
争
委
員
会
、
東
京
争
議
団
共
闘
会
議
）

■１１月 ３日（木）１４時～総がかり行動実

行委員会主催憲法大行動／国会図書館前

■１１月１０日（木）・１１日（金）～建交労

秋の中央行動

■１１月１２日（日）１５時～建交労東京都本

部業種別学習会・東京建設・関連部会建築設

計／東京労働会館地下会議室（大塚駅・新大

塚駅）

■１１月１５日（火）９時半集合東京労働局交

渉／東京労働局１階ロビー（九段下駅）

■１１月２４日（木）１０時～バス関連支部

（京王新労組）都労委／都庁第一庁舎３８階

■１１月２６日（土）～２７日（日）建交労中

央春闘討論集会／伊豆長岡サンバレー富士見

■１２月 ４日（日）１３時半～東京都本部

２３春闘討論集会／東京トラック健保会館

■１２月２６日（月）１０時～西東京バス同一

労働・同一賃金を求める裁判／東京地裁立川

支部４０４号法定

組合掲示板

✉


